
令和４年度「北海道高校生防災サミット」提言 

 

私たちは、豊かな自然あふれる北海道において、自然の恩恵と自然災害との両方の側面を

理解して、それを受け止めながら暮らしています。 

本年、「北海道高校生防災サミット」が開催され、「地域を守る 命を守る～高校生の私た

ちが、今できること～」をテーマに、防災・減災の取組を進めていくために必要なことなど

について話し合いを行いました。 

私たちは、サミットで得た成果を学校や家庭、地域と共有して防災の輪を全道に広げ、今

後直面する可能性がある様々な自然災害から、地域や命を守るために行動することを決意し

ます。 

 

○ 災害時に自らの命を守り抜くために、 

・私たちは、周りの高校の取り組みを知るために高校生同士で共有、自発的に発信するこ

とができるネットワークを作り、自分の命を守り抜くために行動します。 

・私たちは、一人一人が自らの命を守るためにクイズや学校の授業、防災小説などのイベ

ントを通して楽しく防災について知る機会を作り、災害に対しての備えに取り組みます。 

 

○ 地域防災力の向上のために、 

 ・私たち高校生は、様々な世代間の架け橋になり、周辺地域に広報などの防災活動を積極

的に行います。 

 ・私たち高校生は、他地域と情報や知識の交流をし、相互的に反映しあうことで全道レベ

ルでの防災力向上に努めます。 

 

○ 私たち一人一人の防災意識を高めるために、 

 ・私たちは、生徒主体の取り組みを通じて、地域の特色に合わせ、よりリアルで身近に感

じられる防災活動を自主的に行います。 

 ・私たちは、コロナ禍においても、動画やパンフレット等を用いて地域・行政と連携し、

学校の外へも防災の輪を広げていきます。 
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令和４年度「北海道高校生防災サミット」参加生徒一同 


